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EIGRP IPv6に対する BFDサポートの前提条件
EIGRP IPv6セッションには、ルータ、アドレスファミリ、およびアドレスファミリインター
フェイスコンフィギュレーションモードでのシャットダウンオプションがあります。EIGRP
IPv6セッションでの BFDサポートを有効にするには、これらのモードでルーティングプロセ
スを no shutモードにする必要があります。

EIGRP IPv6に対する BFDサポートに関する制約事項
• EIGRP IPv6に対する BFDサポートの機能は、EIGRP名前付きモードでのみサポートされ
ます。

• EIGRPは、シングルホップの Bidirectional Forwarding Detection（BFD）のみをサポートし
ています。

• EIGRP IPv6に対する BFDサポートの機能は、パッシブインターフェイスではサポートさ
れません。

EIGRP IPv6に対する BFDサポートの設定
1



EIGRP IPv6に対する BFDサポートに関する情報
EIGRP IPv6に対するBFDサポート機能は、Enhanced Interior GatewayRouting Protocol（EIGRP）
IPv6セッションに対する Bidirectional Forwarding Detection（BFD）サポートを提供します。こ
れにより、EIGRPIPv6トポロジでの迅速な障害検出と代替パスの選択が容易になります。BFD
は、一貫した障害検出方式をネットワーク管理者に提供する検出プロトコルです。ネットワー

ク管理者は、BFDを使用することで、さまざまなルーティングプロトコルの「Hello」メカニ
ズムの変動速度ではなく一定速度で転送パス障害を検出できます。この障害検出方式により、

ネットワークのプロファイリングとプランニングが容易になり、再コンバージェンス時間も一

貫性のある予測可能なものになります。このガイドでは、EIGRP IPv6ネットワークの BFDサ
ポートに関する情報を提供し、EIGRPIPv6ネットワークで BFDサポートを設定する方法につ
いて説明します。

EIGRP IPv6に対する BFDサポートの設定方法
ここでは、1つのインターフェイスおよびすべてのインターフェイスでの EIGRP IPv6に対す
る BFDサポートの設定について説明します。

すべてのインターフェイスでの BFDサポートの設定
次の手順は、すべてのインターフェイスで BFDサポートを設定する方法を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6ユニキャストデータグラムの転送
をイネーブルにします。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 unicast-routing

インターフェイスのタイプと番号を指

定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfacetype number

例：

Device(config)# interface ethernet0/0

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスを設定します。ipv6 address ipv6-address/prefix-length

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:A:B::1/64

インターフェイスのベースラインBFD
セッションパラメータを設定します。

bfd interval milliseconds min_rx
milliseconds multiplier
interval-multiplier

ステップ 6

例：

Device(config-if)# bfd interval 50
min_rx 50 multiplier 3

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、グローバルコ

exit

例：

ステップ 7

ンフィギュレーションモードに戻りま

す。
Device(config-if)# exit

EIGRPルーティングプロセスを指定
し、ルータコンフィギュレーション

モードを開始します。

router eigrp virtual-name

例：

Device(config)# router eigrp name

ステップ 8

IPv6のアドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始して、EIGRP

address-family ipv6
autonomous-systemas-number

例：

ステップ 9

ルーティングインスタンスを設定しま

す。Device(config-router)# address-family
ipv6 autonomous-system 3

EIGRPピアがネイバーと通信する際に
EIGRPがこのアドレスファミリに関し
て使用するデバイス IDを設定します。

eigrp router-idip-address

例：

Device(config-router-af)# eigrp
router-id 172.16.1.3

ステップ 10

EIGRP名前付きモード設定においてア
ドレスファミリに属するすべてのイン

af-interface default

例：

ステップ 11

ターフェイスでインターフェイス固有
Device(config-router-af)# af-interface
default のコマンドを設定します。アドレス

ファミリインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

すべてのインターフェイスでBFDを有
効にします。

bfd

例：

ステップ 12

Device(config-router-af-interface)#
bfd
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。

End

例：

Device(config-router-af-interface)#
end

ステップ 13

（任意）インターフェイスでBFDが有
効になっているEIGRPによって検出さ

show eigrp address-family ipv6 neighbors
detail

例：

ステップ 14

れたネイバーに関する詳細情報を表示

します。Device# show eigrp address-family ipv6
neighbors detail

（任意）BFD情報をネイバーに表示し
ます。

show bfd neighbors

例：

ステップ 15

Device# show bfd neighbors

インターフェイスでの BFDサポートの設定
次の手順は、インターフェイスで BFDサポートを設定する方法を示しています。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された

場合）。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6ユニキャストデータグラムの転送
をイネーブルにします。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ipv6 unicast-routing

インターフェイスのタイプと番号を指

定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfacetype number

例：

Device(config)# interface ethernet0/0

ステップ 4

IPv6アドレスを設定します。ipv6 address ipv6-address /prefix-length

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:A:B::1/64
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのベースラインBFD
セッションパラメータを設定します。

bfd interval milliseconds min_rx
milliseconds multiplier
interval-multiplier

ステップ 6

例：

Device(config-if)# bfd interval 50
min_rx 50 multiplier 3

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、グローバルコ

exit

例：

ステップ 7

ンフィギュレーションモードに戻りま

す。
Device(config-if)# exit

EIGRPルーティングプロセスを指定
し、ルータコンフィギュレーション

モードを開始します。

router eigrp virtual-name

例：

Device(config)# router eigrp name

ステップ 8

IPv6のアドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始して、EIGRP

address-family ipv6
autonomous-systemas-number

例：

ステップ 9

ルーティングインスタンスを設定しま

す。Device(config-router)# address-family
ipv6 autonomous-system 3

EIGRPピアがネイバーと通信する際に
EIGRPがこのアドレスファミリに関し
て使用するデバイス IDを設定します。

eigrp router-idip-address

例：

Device(config-router-af)# eigrp
router-id 172.16.1.3

ステップ 10

EIGRP名前付きモード設定においてア
ドレスファミリに属するインターフェ

af-interface interface-type
interface-number

例：

ステップ 11

イスでインターフェイス固有のコマン

ドを設定します。アドレスファミリイDevice(config-router-af)# af-interface
ethernet0/0 ンターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

指定されたインターフェイス上でBFD
をイネーブルにします。

bfd

例：

ステップ 12

Device(config-router-af-interface)#
bfd

アドレスファミリインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。

end

例：

Device(config-router-af-interface)#
end

ステップ 13
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目的コマンドまたはアクション

（任意）BFDが有効になっているネイ
バーを表示します。

show eigrp address-family ipv6 neighbors

例：

ステップ 14

Device# show eigrp address-family ipv6
neighbors

（任意）BFD情報をネイバーに表示し
ます。

show bfd neighbors

例：

ステップ 15

Device# show bfd neighbors

EIGRP IPv6に対する BFDサポートの設定例
ここでは、EIGRPに対する BFDサポートの設定例を示します。

例：すべてのインターフェイスでの BFDサポートの設定
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 unicast-routing
Device(config)# interface Ethernet0/0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:1::12/64
Device(config-if)# bfd interval 50 min_rx 50 multiplier 3
Device(config-if)# exit
Device(config)# router eigrp name
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast autonomous-system 1
Device(config-router-af)# eigrp router-id 172.16.0.1
Device(config-router-af)# af-interface default
Device(config-router-af-interface)# bfd
Device(config-router-af-interface)# end

次に、show eigrp address-family ipv6 neighbors detailコマンドの出力例を示します。

Device# show eigrp address-family ipv6 neighbors detail
EIGRP-IPv6 VR(test) Address-Family Neighbors for AS(5)
H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq

(sec) (ms) Cnt Num
0 Link-local address: Et0/0 14 00:02:04 1 4500 0 4

FE80::10:2
Version 23.0/2.0, Retrans: 2, Retries: 0, Prefixes: 1
Topology-ids from peer - 0
Topologies advertised to peer: base

Max Nbrs: 0, Current Nbrs: 0

BFD sessions
NeighAddr Interface
FE80::10:2 Ethernet0/0

次に、show bfd neighborコマンドの出力例を示します。

Device# show bfd neighbors

IPv6 Sessions

EIGRP IPv6に対する BFDサポートの設定
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NeighAddr LD/RD RH/RS State Int
FE80::10:2 2/0 Down Down Et0/0

例：インターフェイスでの BFDサポートの設定
次に、インターフェイスで BFDサポートを設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 unicast-routing
Device(config)# Ethernet0/0
Device(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:A:B::1/64
Device(config-if)# bfd interval 50 min_rx 50 multiplier 3
Device(config-if)# exit
Device(config)# router eigrp name
Device(config-router)# address-family ipv6 autonomous-system 3
Device(config-router-af)# af-interface Ethernet0/0
Device(config-router-af-interface)# bfd
Device(config-router-af-interface)# end

EIGRP IPv6に対する BFDサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

表 1 : EIGRP IPv6に対する BFDサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.xEIGRP IPv6に対する BFDサ
ポート

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

次のドキュメントの IPルー
ティングに関する項を参照し

てください：Command
Reference (Catalyst 9200 Series
Switches)

BFDコマンド：コマンド構文、コマンドモード、コマンド履
歴、デフォルト、使用に関する注意事項、および例。
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マニュアルタイトル関連項目

次のドキュメントの IPルー
ティングに関する項を参照し

てください：Command
Reference (Catalyst 9200 Series
Switches)

EIGRPコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、コ
マンド履歴、デフォルト設定、使用に関する注意事項、およ

び例

次のドキュメントのルーティ

ングに関する項を参照してく

ださい：Software Configuration
Guide (Catalyst 9200 Switches)

EIGRPの設定
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